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共同利用・共同研究申請書（研究区分C）
京都大学野生動物研究センター長 殿
貴研究センター共同利用・共同研究に下記により申請します。
記
研究代表者（教育利用の場合は実施責任者）
(共同利用・共同研究を開始する時点での所属を記入してください)

	申請日
	西暦　　　　年　　月　　日

	所属機関
	（大学・研究機関など）
	

	
	（学部、研究科など）
	

	
	（学科、専攻など）
	

	
	（研究室など）
	

	職名・学年
	

	氏名（ふりがな）
	

	生年月日
	西暦　　　　年　　月　　日

	連絡先
	□所属先　□自宅

	
	住所
	〒

	
	電話
	


*　選択肢のあるものは、該当する□を■に変更してください。

(*1) 研究を開始する時点において、代表者が大学院学生・プロジェクト経費等で雇用されている研究員・またはそれに相当する身分の場合は「該当する」を選択し、該当する場合は指導教員・責任者の許可を得た上で■に変更してください。
	大学院学生・プロジェクト研究員等(*1)
	□該当する → ［□］指導教員・責任者から申請の許可を得ている。

□該当しない

	該当する場合　　　指導教員・責任者の氏名等
	氏名
	

	
	所属
	

	
	職
	


(申請時の所属機関)　申請時の所属が上記と異なる場合は記入してください。（応募時点で学部4年生の方が次年度の修士研究として応募する場合など）

	（大学・研究機関など）
	

	（学部、研究科など）
	

	（学科、専攻など）
	

	（研究室など）
	

	（学年など）
	

	（住所）
	〒

	（電話）
	


研究区分
	研究区分　
	■ C 施設・資料利用　（□ 研究　□ 教育）(*2)

	利用を希望する施設・資料
	☐幸島観察所 ☐屋久島観察所 ☐実験設備 (具体的に記載)
☐その他 (具体的に記載)

	対応者氏名(*3)
	

	研究題目/実習の名称
	


(*2) 研究または実習などの教育での利用かを選択してください。
(*3) 当センターの教員、技術職員です。必ず事前に打ち合わせをしてください（募集要項をご参照ください）。
研究組織および連絡先

	
	氏名
	e-mail
	所属
	職名・学年
	性別*7
	年齢区分*8
	役割分担

	代表者
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	協力者（*4）
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	指導教員など（*5）
	
	
	
	
	
	
	（指導教員）


（観察所での実習等のため、「野外観察施設利用申請書」を提出する場合は、以下の表は省略できます。）
	
	氏名
	e-mail
	所属
	職名・学年
	性別*7
	年齢区分*8
	役割分担

	分担者
または受講生（*4）
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	

	
	
	
	
	
	□男
□女
	☐40才以上
☐36-39才

☐35才以下
	


(*4) 申請課題の研究に欠かせない方で、当センターの施設を利用せず、旅費の配分も受けない方を、協力者としてください（詳しくは募集要項をご参照ください）。当センター所属の者も協力者にはなれます。特になければ空欄で構いません。
(*5)代表者が大学院学生・プロジェクト研究員等に該当する場合、指導教員、プロジェクト責任者の氏名、メールアドレスを記載してください。該当する方が、分担者、協力者に入っている場合は不要です
(*6)当センターの施設を利用する、又は、旅費の配分を受ける人を分担者としてください。なお、野生動物研究センターに所属する人は、分担者になれません。実習の場合は、分担者を受講生と読み替えてください。なお、受講生の人数が多い場合は、別途、名簿をお送りいただいても結構です（募集要項をご参照ください）。

(*7)文部科学省から女性の利用実績の報告を求められており、そのために使用します。採否等には影響しません。ただし、観察所に宿泊する場合は、部屋を男女に分けるため、使用許可に影響することがあります。
(*8)文部科学省から若手支援の実績報告を求められており、そのために使用します。採否等には影響しません。
研究計画

	目的（予定の研究期間内に明らかにしようとする点を中心に、具体的に記述してください。教育利用の場合はその目的を記述してください。）
　

	対象・方法（期間や対象動物・種名、手続き等、必要事項を具体的に記入してください。捕獲など、人為的な攪乱の大きい操作を行う場合は、方法、対象頭数、方法の妥当性についても記入してください。教育利用の場合は、実施内容も具体的に記入してください。）
　

	準拠する倫理規定・ガイドライン（当センターの「野生動物を研究する際のガイドライン」の他、所属機関、学会などのガイドラインを挙げてください。ただし、本センターのガイドラインは、研究対象としてヒト以外の中大型哺乳類を想定しています。分類群が異なるなどの理由でこのガイドラインが厳しすぎる場合は、他のガイドライン等で認められていることを説明してください。）
　

	新型コロナウイルス感染症に関して、準拠するガイドライン（京都大学および施設のある自治体のガイドライン・要請に準拠してください。ご自身の所属機関でガイドラインがあれば、記載してください）

	倫理委員会などの承認（計画している内容が動物実験に該当する場合は、原則として所属機関の倫理委員会等の承認を得てください。そのほか各種関連委員会の承認を得ている場合、得る予定の場合も含めて、委員会等の名称、承認済み／申請予定等を記載してください。）
　

	研究許可（調査地への立ち入り、調査、捕獲、採取、麻酔薬使用など、研究・実習を実施する際に必要な許可を全て挙げ、それぞれの申請先と取得状況［取得済み、申請中、申請予定など］を記入してください。許可が必要ない場合はその旨を記入してください。また所属する研究機関の倫理委員会などから許可を得る必要のあるものは、申請先と取得状況を記入してください。）
　


	これまでの研究の経緯と成果（教育利用の場合はこれまでの実績など）
　

	これまでの成果による出版物等

代表者または分担者が関わったもので、申請課題と関連の深い出版物などの業績をご記入ください。

著者名・発表年・タイトル・集会名／雑誌名等 [順序は不問] を記入してください。

	　


幸島での研究または、幸島観察所を利用する方　→　野外観察施設 利用申請書も記入し、開始日の2週間前までに提出してください。

幸島で、サルへの給餌を伴う研究を計画されている方　→　Application for provisioning to Koshima monkeysも記入し、できるだけ早く提出してください。

屋久島観察所を利用する方　　　　　　　　　　→　野外観察施設 利用申請書も記入し、開始日の2週間前までに提出してください。
実験室（京都の野生動物研究センター）を利用する方　→　実験室利用申書も記入し、開始日の2週間前までに提出してください。
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